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小さくても豊かな
　　　　まちづくり！

豊かなまちの誇りを

次の半世紀へ！

主 要 施 策 つ の 柱 ！

主な事業

塩澤町長の所信表明

1. 教育環境の充実
町民税

18億6787万円

固定資産税

24億2217万円

その他

3億1538万円

町税内訳その他

1億6718万円

（2.2%）

分担金・負担金

1億1744万円円

（1.5%）

町債（借入金）

4180万円

（0.5%）

繰入金

3億4100万円

（4.5%）

教育費

10億598万円

（13.2%）

公債費

5億2898万円

（6.9%）

消防費

3億1365万円

（4.1%）

議会費

8714万円

（1.1%）

農林水産業費

5151万円

（0.6%）

その他

3353万円

（0.4%）

議会は一般会計・特別会計予算の使い方をチェックしていきます。

4

◎ 小中学校のプログラミング教育の充実

◎ ICT環境の整備

◎ 公営塾の開設・にじいろ教室の設置

◎ 子ども教室での英語・プログラミング教室

の充実

2. 社会福祉の充実

◎ 障がいのある人の自立支援を目的とする

各種計画の策定

◎ 高齢者のいきがいづくりを検討する各種

計画の策定

◎ 「個別センター健診」の導入

◎ 女性のがん検診受診率の向上策実施

◎ 「子育て世代包括支援センター」の新設

◎ 高齢者を支援する「生活支援体制整備

事業」の実施

3. 地域経済の発展

◎ 「小規模事業者小口資金制度」の見直し

◎ 町内ボランティア団体等への「（仮称）商工会

割引サービス制度」の検討

◎ ふるさと納税制度を活用した地域振興策

の検討

◎ アルプス通りと町道30号線の接続工事の

継続実施

4. 安全・安心なまちづくり

◎ 地域防災計画の見直し

◎ 防災備蓄品の充実

◎ 地震対策の一環としての木造耐震化事業

補助

◎ ブロック塀等撤去改修改善補助事業の

継続実施

◎ 防犯対策としての公用車へのドライブ

レコーダー設置

◎ 街路灯のLED化

令和2年度一般会計当初予算

町税

46億543万円

（60.4%）

国庫支出金

10億6049万円

（13.9%）

県支出金

6億6122万円

（8.7%）

譲与税及び交付金

6億3340万円

（8.3%）

●自立支援給付費

●町道30号線新設事業費

●証明書コンビニ交付事業費

3億7921万円

1億1171万円

1670万円

歳出合計

76億2800万円

歳入合計

76億2800万円

民生費

31億2048万円

（40.9%）

総務費

10億6606万円

（14.0%）

土木費

8億6059万円

（11.3%）

衛生費

5億6002万円

（7.3%）

※数値は端数調整してあるため、
合計が一致しない場合があります。

自主財源（68.6%）

依存財源（31.4%）

自主財源（43.5%）

依存財源（56.5%）

（※）平成31年度の骨格・暫定予算を

　　除く22団体の平均

山梨県内市町村平均（※）

令和2年度の5つの主要事業

健診制度の充実1

昭和玉穂中央通り線の事業着手2

常永小学校の校舎増築の事業設計3

商工会と連携した小規模事業者

持続的発展支援事業の実施

4

（仮称）公共施設のあり方検討会の実施5

自主財源は税金など町に

入ってくるお金で、依存財源

は、国や県などから入ってく

るお金だよ。

ミニ

ねぇねぇほたるん

自主財源と依存財源って

どう違うの？
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ねぇねぇほたるん、【決まったこと】の中に

「中央市・昭和町教育支援センター」ってあるけど、どういうところ？

〈詳細は5月末更新予定のHPの会議録をご覧ください。〉

中央市・昭和町教育支援センターは、別名「にじいろ教室」っていって、

学校になじめなくなった児童や生徒が集団生活に適応できるように指

導してくれるところだよ。

他にも基礎学力や生活習慣の改善のための相談・指導もしてくれるよ。

詳しいことは、にじいろ教室（℡ 055-273-7000）まで問い合わせてみ

てね。

ほたるんに聞いてみよう！

決まったこと
令和2年3月定例会は、3月4日から19日まで16日間の会期で開催しました。町長提出の

条例関係8案件、令和元年度一般会計及び特別会計補正予算関係7案件、令和2年

度一般会計及び特別会計予算関係7案件、その他3案件の計25案件を審議しました。

3月
定例会で

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

議案

第1号

河
田

　あ
け
み

田

中

　博

愛

樋

口

　敏

夫

河

住

　保

茂

林

　

　和

仁

石

原

　高

明

石

原

　一
好

薬

袋

　義

久

金

丸

　
富
一

堀

　

　門

太

小

林

　耐

三

海

野

　

　豊

長

田

　信

夫

石

原

　政

信

案件名
審議

結果
種 別

※

町道30号線橋台新設工事（A2橋
台）請負変更契約締結の件

議案

第2号
昭和町職員給与条例中改正の件

議案

第3号

昭和町特別職の職員で常勤のものの
給与及び旅費に関する条例中改正の件

議案

第4号

昭和町議会の議員の議員報酬及び
費用弁償等に関する条例中改正の件

議案

第5号

昭和町会計年度任用職員の給与及
び費用弁償に関する条例中改正の件

議案

第6号

昭和町特別職等の委員及び区長等で非常勤のも
のの報酬及び費用弁償に関する条例中改正の件

議案

第7号

昭和町各区区長等常設役員設置条
例中改正の件

議案

第8号
昭和町印鑑条例中改正の件

議案

第9号

昭和町営住宅設置及び管理条例中
改正の件

議案第10号

～

議案第16号

令和元年度昭和町一般会計及び特
別会計補正予算について

議案第17号

～

議案第23号

令和2年度昭和町一般会計及び特
別会計予算について

議案

第24号

中央市・昭和町教育支援センターの
共同設置に関する協議

諮問

第1号
人権擁護委員候補者の推薦の件

※ 石原高明議員は議長のため、採決には加わっていません。

○：賛成　×：反対　欠：欠席

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

令和元年度一般会計・特別会計補正予算

令和元年度一般会計・特別会計補正予算令和元年度一般会計・特別会計補正予算令和元年度一般会計・特別会計補正予算

子どものための教育・保育給付費負担金
〔8513万円増額〕

社会資本整備総合交付金

（昭和玉穂中央通線事業費関連）    〔3000万円増額〕

一般会計 全員賛成で可決

広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告

歳 入

校内通信ネットワーク構築整備工事

（GIGAスクール事業関連）            〔6538万円増額〕

プレミアム付き商品券事業交付金
〔2003万円減額〕

歳 出

公共施設整備等事業基金及び校舎建設基金
〔1億8151万円を積み立て〕

余剰金

特別会計 全員賛成で可決

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

介護サービス特別会計

下水道事業特別会計

渇水対策事業特別会計

・・・・・・・1600万円減額
（総額：18憶8483万円）

・・・・・・741万円減額
（総額：1憶7198万円）

・・・・・・・・・・・3671万円減額
（総額：10憶1282万円）

・・・・・・・・・・58万円減額
（総額：2384万円）

・・・・・・・・・1965万円減額
（総額：12憶2036万円）

・・・・・・・・・・・2千円増額
（総額：612万円）

報告議員：石原 高明・石原 政信

（甲府市・甲斐市・中央市・昭和町で構成）

甲府地区広域行政事務組合議会定例会 報告

日時：

内容：

令和2年3月27日（金）午後3時00分～

●令和元年度特別会計補正予算《１件》

●条例制定《2件》

●令和2年度一般会計・特別会計予算《3件》

報告議員：薬袋 義久・長田 信夫　

（中央市・南アルプス市・昭和町・富士川町・市川三郷町で構成）

三郡衛生組合議会定例会 報告

日時：

内容：

令和2年3月27日（金）午後1時30分～

●条例の一部改正《２件》

●金融機関の指定《１件》

●令和2年度一般会計・特別会計予算《3件》

報告議員：河住 保茂 （県下27市町村で構成）　

山梨県後期高齢者医療広域連合議会定例会 報告

日時：

内容：

令和2年2月25日（火）午後2時00分～

●条例制定《4件》 ●規約の一部改正《1件》

●令和元年度一般会計

　特別会計補正予算《2件》

●令和2年度一般会計・特別会計予算《2件》

報告議員：海野　豊

（韮崎市・南アルプス市・北杜市・甲斐市・中央市・昭和町

早川町・身延町・南部町・富士川町・市川三郷町で構成）

山梨西部広域環境組合議会定例会 報告

日時：

内容：

令和2年3月30日（月）午後2時00分～

●議員提出議案《３件》

●専決処分の承認《21件》

●条例の制定《20件》

●令和２年度一般会計予算《1件》

報告議員：石原 一好・小林 耐三

（甲斐市・中央市・南アルプス市・昭和町

富士川町・市川三郷町で構成）

中巨摩地区広域事務組合議会定例会 報告

日時：

内容：

令和2年3月26日（木）午後1時30分～

●条例改正《１件》

●令和元年度一般会計

　特別会計補正予算《５件》

●令和2年度一般会計・特別会計予算《6件》

●人事案件（公平委員）《１件》

これらの案件はすべて、

承認・可決・同意となりました。

補正額：2億655万円増額（総額：84億3513万円）
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建
設
課
長
　
当
初
は
幅
6.5
ｍ

で
施
工
で
き
る
設
計
で
行
っ

た
が
、
実
際
に
掘
削
機
を
設

置
し
た
と
こ
ろ
、は
み
出
し
て

し
ま
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
問
題
な

い
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
安
全

性
を
考
慮
し
協
議
の
上
、
決

定
し
た
。

金
丸
議
員
　
完
成
と
開
通
は

い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

建
設
課
長
　
令
和
２
年
度
は

橋
の
桁
と
舗
装
工
事
を
行

い
、
令
和
３
年
３
月
に
完
成
、

供
用
開
始
は
令
和
３
年
５
月

１
日
を
予
定
し
て
い
る
。

小
林
議
員
　
下
水
道
工
事
は

進
ん
で
い
る
が
、
未
だ
に
工
事

認
可
区
域
に
入
っ
て
い
な
い
箇

所
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。
今

3
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

3
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

田
中
委
員
　
町
内
に
は
水
準

点
が
５
地
点
あ
り
、身
延
線
よ

り
南
側
に
は
な
い
が
、
増
や
す

考
え
は
な
い
か
。

環
境
経
済
課
長
　
以
前
か
ら
こ

の
５
地
点
だ
が
、
身
延
線
よ
り

南
側
の
事
も
含
め
検
討
す
る
。

長
田
委
員
　
現
在
、
協
力
費

は
５
０
０
万
円
だ
が
、
今
年
度

分
は
納
入
済
み
か
。

　
ま
た
、
甲
府
市
は
協
力
費

を
減
額
し
た
い
の
か
。

環
境
経
済
課
長
　
今
年
度
分

は
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、ま
だ
納
入
さ
れ
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
減
額
し
た
い
と
の
考

え
で
あ
る
。

長
田
委
員
　
矢
板
の
場
合
は

打
ち
込
み
を
し
て
い
な
い
と
分

か
ら
な
い
と
思
う
が
、コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
委
託
し
た
内
容
で

行
っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
変

更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、や
む
を

得
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
か
。

水
準
点
を
増
や
す
考
え
は

町
道
30
号
線

請
負
変
更
契
約
締
結

甲
府
市
上
下
水
道
局

協
力
費
は

小
林
議
員
　
昭
和
玉
穂
中

央
通
り
線
に
つ
い
て
、
都
市
計

画
街
路
で
は
な
く
道
路
改
良

と
い
う
こ
と
で
工
事
を
進
め

て
い
く
と
、
決
定
し
た
区
域

と
ず
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
都
市
計
画
法
の
規

制
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

建
設
課
長
　
決
定
し
て
い
る

区
域
に
つ
い
て
は
、
変
更
す
る

予
定
は
な
い
。

　
事
業
認
可
に
つ
い
て
は
、
県

の
担
当
者
と
協
議
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
市
街
化
調
整
区
域

内
な
の
で
、街
路
で
は
な
く
道

路
改
良
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。

町
長
　
県
の
道
路
局
の
担
当

者
と
再
度
確
認
し
な
が
ら
支

障
の
な
い
よ
う
進
め
て
い
き

た
い
。

町道30号線工事箇所

昭和町のマンホール

質
問
は
要
約

さ
れ
て
い
ま
す

議
会
だ
よ
り
で
は
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
審
議
し
た
議
案
や
質
問
・
答
弁
の
内
容

を
要
約
し
て
載
せ
て
い
ま
す
。
会
議
の
内
容
は
、
会
議
録
に
詳
細
に
記
録
さ
れ

て
お
り
、
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

水
源
対
策
特
別
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

総
務
教
育
常
任
委
員
会

下
水
道
の
工
事
認
可
は

昭
和
玉
穂
中
央
通
り
線
は

金
丸
委
員
　
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
は
通
所
か
泊
ま
り
か
。

　
ま
た
、
予
算
が
不
足
し
た

場
合
は
ど
う
す
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
通
所
で

あ
り
、
予
算
が
不
足
し
た
場

合
は
、
昭
和
町
と
中
央
市
で

協
議
す
る
。

樋
口
委
員
　
立
ち
上
げ
の
予

算
は
。

学
校
教
育
課
長
　
２
２
７
万

円
。

石
原
（
政
）
委
員
　
給
食
か

弁
当
か
。

学
校
教
育
課
長
　
弁
当
を

持
参
し
て
も
ら
う
。

※
【
に
じ
い
ろ
教
室
と
は
】

昭
和
町
と
中
央
市
で
共
同
設
置
す

る
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
。
令
和
２

年
５
月
１
日
か
ら
運
営
開
始
。

海
野
委
員
　
中
央
公
民
館
の

建
て
替
え
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

総
務
課
長
　
中
央
公
民
館

は
築
年
数
が
か
な
り
経
過
し

て
お
り
、
耐
震
診
断
で
も
基

準
を
満
た
し
て
い
な
い
。（
仮

称
）
公
共
施
設
の
あ
り
方
検

討
会
の
中
で
も
（
仮
称
）
生
涯

学
習
館
や
、
複
合
施
設
等
の

建
設
も
考
え
、
令
和
２
年
中

に
検
討
・
対
応
す
る
。

河
住
委
員
　
劣
化
状
況
評

価
で
、
小
中
学
校
は
広
範
囲

に
劣
化
と
の
こ
と
だ
が
、対
応

は
。

学
校
教
育
課
長
　
機
械
設

備
は
常
永
小
も
押
原
小
も

改
修
に
は
多
額
の
費
用
が
掛

か
る
の
で
、
年
次
計
画
で
改

修
し
た
い
。

　
ま
た
、押
原
中
の
屋
上
は
令

和
２
年
度
予
算
に
計
上
し
て

い
る
。

中
央
公
民
館
の
方
向
性
は

学
校
施
設
の
改
修
は

※

に
じ
い
ろ
教
室
に
つ
い
て

昭和町役場正面玄関

中央公民館

押原中学校屋上

（委員：対象委員会所属議員　議員：傍聴議員）

地
方
分
権
対
策
特
別
委
員
会

仮
ナ
ン
バ
ー
の
発
行
を

後
の
見
通
し
を
教
え
て
ほ
し

い
。

下
水
道
課
長
　
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
令
和
６
年

度
ま
で
に
全
体
区
域
を
整
備

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

身
延
線
の
南
側
に
つ
い
て
は

線
路
の
下
を
横
断
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
、
中
央
市
の

整
備
を
待
っ
て
流
入
さ
せ
て

も
ら
う
予
定
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

対
策
は

事
が
中
止
や
縮
小
と
な
っ
て

い
る
が
、
昭
和
町
の
各
地
区
で

は
総
会
や
行
事
が
３
月
末
か

ら
４
月
初
め
に
か
け
て
開
催

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
中
止
や
縮
小
す
る

よ
う
、
町
か
ら
各
地
区
に
お

願
い
で
き
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長
　
年
度
末

に
は
各
地
区
で
総
会
等
の
行

事
が
多
く
な
る
が
、
県
内
で

も
感
染
者
が
出
た
こ
と
か

ら
、
近
日
中
に
各
地
区
に
町

長
名
で
総
会
等
の
集
会
を
自

粛
す
る
よ
う
要
請
す
る
文
書

を
発
送
す
る
予
定
。

石
原
（
政
）
委
員
　
町
で
は
車

の
仮
ナ
ン
バ
ー
の
発
行
を
し
て

い
な
い
が
、
個
人
で
車
検
を
取

り
に
行
く
場
合
、
仮
ナ
ン
バ
ー

を
甲
斐
市
か
中
央
市
に
取
り

に
い
っ
て
い
る
。
町
民
の
利
便

性
等
を
考
え
、
町
で
交
付
す

る
考
え
は
な
い
か
。

税
務
課
長
　
仮
ナ
ン
バ
ー
の

発
行
を
行
う
に
は
要
件
が
あ

り
、
運
輸
局
へ
許
可
申
請
と

な
る
。
昭
和
町
へ
許
可
が
下

り
れ
ば
、
規
則
の
制
定
、
手
数

料
条
例
の
変
更
な
ど
の
必
要

が
あ
る
。
各
市
町
村
で
対
応

窓
口
も
違
う
の
で
今
後
検
討

す
る
。

林
委
員
　
現
在
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
諸
行
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一般質問の内容は議会事務局及び8月末更新のHP会議録からも閲覧できます。

施策を問う施策を問う施策を問う
ここが
聞きたい

一般質問の内容は議会事務局及び5月末更新のHP会議録からも閲覧できます。

※質問・答弁はスペースの都合上、要約されています。

施策を問う施策を問う施策を問う
ここが
聞きたい

小林　耐三 議員

こ ば や し た い ぞ う

Q

A

（仮称）公共施設のあり方
検討会の進め方は？
各地区で開催し
意見を聞く機会としたい

　策
定
を
進
め
て
い
る
「
第
2

期
昭
和
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
や
「
昭
和
町

公
共
施
設
長
期
保
全
計
画
」
の

進
ち
ょ
く
状
況
や
議
会
や
町
民

へ
の
説
明
方
法
は
。

　
「
創
生
総
合
戦
略
」
は
今
年

度
、
第
２
期

計

画
の
策

定

を

行
っ
て
い
る
。
町
民
の
意
見
聴

取
と
第
１
期
計
画
の
検
証
を

実
施
し
、
各
課
ヒ
ア
リ
ン
グ
も

行
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
計
画
の

素

案
を
議

会
に
示
し
、
審

議

会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経

て
策
定
を
し
た
い
。
町
民
に
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
説

明
し
た
い
。

　
「
公
共
施
設
長
期
保
全
計

　
町
長
が
町
広
報
誌
の
年
頭
あ

い
さ
つ
の
中
で
新
し
い
施
策
と

し
て
方
針
を
示
し
た
（
仮
称
）
公

共
施
設
の
あ
り
方
検
討
会
と
機

構
改
革
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど

う
進
め
、
ど
ん
な
体
制
に
す
る
の

か
。

　
（
仮
称
）
公
共
施
設
の
あ
り
方

検
討
会
に
つ
い
て
は
、
策
定
中
の

町
公
共
施
設
長
期
保
全
計
画
の

内
容
に
基
づ
き
、
町
の
公
共
施

設
の
状
況
を
町
民
の
み
な
さ
ま

に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
第
一

に
、
各
地
区
で
開
催
し
意
見
を
い

た
だ
く
機
会
と
し
た
い
。

　
ま
た
、
機
構
改
革
に
つ
い
て

は
、
多
様
化
、
複
雑
化
す
る
行
政

事
務
の
効
率
化
や
行
政
組
織
の

在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

　
具
体
的
に
は
福
祉
や
子
育
て

支
援
、
健
康
増
進
分
野
の
体
制

強
化
を
主
軸
と
し
た
課
の
再
編

を
、
10

月
〜
11

月
に
行
い
た
い
。

画
」
は
２
月
に
骨
子
（
案
）
を
ま

と
め
、
町
内
会
議
で
検
討
し
て

き
た
。

　
さ
ら
に
３
月
議
会
地
方
分

権
対
策
特
別
委
員
会
に
素
案

を
示
し
、
意
見
を
聞
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
も
募
集
中
だ
。

　
町
民
へ
の
説
明
は
公
共
施
設

の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
第
一
と
考

え
て
い
る
の
で
、

（
仮
称
）
公
共
施
設
の
あ
り
方

検
討
会
の
実
施
に
併
せ
て
行
い

た
い
。

町
長

町
長

小
林

小
林

Q

策
定
中
の

「
創
生
総
合
戦
略
」

な
ど
の

進
ち
ょ
く
状
況
は
？

A
「
創
生
総
合
戦
略
」
は

第
2

期
計
画
の

策
定
に
向
け

進
め
て
い
る

一
般
質
問

一
般
質
問

押原公園

3
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

公
共
施
設
再
編
支
援
業
務
は

校
舎
の
改
修
と
は

彩
の
広
場
の
イ
ベ
ン
ト
は

住
民
票
な
ど
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
は

防
犯
カ
メ
ラ
と

押
原
公
園
の
緑
地
化
は

自動交付機

常永小学校

予
算
審
査
特
別
委
員
会

植
樹
で
き
な
い
と
の
こ
と
だ

が
、
親
水
広
場
に
は
水
が
な

く
池
に
も
生
き
物
は
い
な
い
。

町
長
の
考
え
は
。

町
長
　
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

は
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。
な
る
べ
く
補
助
金
を
つ
け

る
た
め
総
合
戦
略
に
記
載
す

る
。

　
桜
に
つ
い
て
は
業
者
か
ら
の

指
摘
も
あ
り
、
当
初
予
算
に

は
予
定
し
て
い
な
い
。
再
度
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
現

地
を
確
認
し
た
い
。

長
田
委
員
　
彩
の
広
場
の
イ

ベ
ン
ト
や
資
材
リ
ー
ス
の
内
容

は
。

企
画
財
政
課
長
　
地
元
や

企
業
、
学
校
等
に
呼
び
か
け

を
し
、
出
店
や
野
外
ス
テ
ー
ジ

で
の
催
し
物
を
考
え
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、テ
ン
ト
や
仮
設

ト
イ
レ
の
リ
ー
ス
を
考
え
て
い

る
。

海
野
委
員
　
予
算
要
望
書

を
議
会
か
ら
提
出
し
、
そ
の

中
で
防
犯
カ
メ
ラ
、
押
原
公

園
の
緑
地
化
を
要
望
し
た
。

押
原
公
園
の
緑
地
化
に
つ
い

て
、
押
原
公
園
の
親
水
広
場

の
と
こ
ろ
に
桜
を
植
樹
す
る

と
消
毒
に
よ
り
池
に
い
る
生

き
物
に
影
響
が
あ
る
の
で
、

実
施
し
て
い
く
。
そ
の
中
で
、

町
民
の
皆
様
方
の
意
見
を
聞

き
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
専
門
的

な
意
見
も
聞
く
中
で
、
何
を

実
施
す
る
の
か
優
先
順
位
を

つ
け
、考
え
を
ま
と
め
、町
の
公

共
施
設
を
再
編
し
て
い
く
。

長
田
委
員
　
常
永
小
の
校
舎

改
修
・
増
築
等
設
計
業
務
委

託
の
内
容
は
。

学
校
教
育
課
長
　
学
校
の
中

庭
に
３
階
建
て
の
校
舎
を
令

和
3
年
度
建
設
予
定
。

交
付
の
機
械
は
、
ど
こ
に
置

く
の
か
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
町
民
カ
ー
ド
両
方
で
使

え
る
の
か
。

町
民
窓
口
課
長
　
コ
ン
ビ
ニ

交
付
の
機
械
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
み
の
対
応
。

　
役
場
の
交
付
機
は
リ
ー
ス

期
間
も
あ
り
、コ
ン
ビ
ニ
交
付

の
導
入
に
伴
い
コ
ン
ビ
ニ
交
付

と
同
様
の
機
械
に
替
え
る
。

　
場
所
は
役
場
の
中
。
町
民

カ
ー
ド
は
、窓
口
対
応
に
な
る
。

薬
袋
委
員
　
昭
和
町
公
共

施
設
再
編
支
援
業
務
は
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
針
が

示
さ
れ
て
い
く
の
か
。

総
務
課
長
　
（
仮
称
）
公
共

施
設
の
あ
り
方
検
討
会
を
新

年
度
か
ら
各
地
区
を
回
っ
て

長
田
委
員
　
住
民
票
・
印
鑑

証
明
書
・
戸
籍
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
の
交
付
を
令
和

３
年
２
月
か
ら
実
施
す
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
対
象
と
な
る

店
舗
を
教
え
て
ほ
し
い
。

町
民
窓
口
課
長
　
コ
ン
ビ
ニ

交
付
に
対
応
す
る
機
械
（
キ

オ
ス
ク
端
末
や
複
合
機
と
呼

ば
れ
る
も
の
）が
設
置
し
て
あ

る
と
こ
ろ
で
使
え
る
。
町
内
の

ほ
ぼ
全
て
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
。

石
原
（
政
）
委
員
　
コ
ン
ビ
ニ
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の
た
ま
も
の
と
感
謝
し
て
い
る
。

　
町
が
委
嘱
す
る
結
婚
相
談
員

の
任
期
は
2
年
で
、こ
の
3
月
の

任
期
交
代
に
お
い
て
3
人
の
委
員

の
推
薦
が
区
長
か
ら
あ
っ
た
。
4

月
以
降
は
業
務
内
容
を
見
直
し

な
が
ら
、
新
し
い
体
制
の
中
で
結

婚
相
談
事
業
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
や
方
向
性
に
つ

い
て
は
、
町
と
し
て
は
事
業
継
続

を
す
る
予
定
で
い
る
が
、
相
談
員

の
確
保
が
難
し
い
場
合
に
は
、
近

い
将
来
、
県
で
行
っ
て
い
る
相
談
事

業
な
ど
と
の
連
携
も
視
野
に
入

れ
た
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

も
踏
ま
え
、
本
町
で
の
結
婚
相

談
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
、
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
や
今
後
の
方
向
性

は
。

　
本
町
で
は
結
婚
相
談
事
業
を

平
成
20

年
に
見
直
し
、
社
会
福

祉
協
議
会
に
委
託
し
て
町
結
婚

相
談
所
の
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

　
町
が
委
嘱
し
た
6
人
の
相
談

員
が
毎
月
、
定
例
の
相
談
日
を
設

け
て
相
談
に
応
じ
、
き
め
細
や
か

な
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
年
２
回
、
ふ
れ
あ
い
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催
し
、
参
加
者
か
ら

も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
6
人

の
相
談
員
の
温
か
い
人
柄
と
努
力

　少
子
化
問
題
の
対
策
の
一
つ

と
さ
れ
る
結
婚
相
談
事
業
だ

が
、
本
町
で
も
早
く
か
ら
取
り

組
み
、
婚
活
の
当
事
者
か
ら
も

高
い
評
価
を
得
て
い
る
と
の
こ

と
だ
。

　そ
の
評
価
を
支
え
て
い
る
の

は
、
相
談
員
の
努
力
と
人
柄
に

あ
る
と
思
う
。

　し
か
し
サ
ポ
ー
ト
す
る
相
談

員
の
人
材
確
保
は
、
容
易
で
は

な
い
よ
う
だ
。

　県
を
は
じ
め
多
く
の
団
体
が

結
婚
相
談
所
を
開
設
し
て
い
る

ほ
か
、
企
業
や
団
体
に
よ
る
さ

ま
ざ
ま
な
出
会
い
の
場
の
開
催

（山梨県警資料より）

堀　門太 議員

ほ り も ん た

　我
が
国
に
お
い
て
は
、
国
家
戦

略
特
区
法
改
正
案
に
よ
り
、
最

先
端
技
術
を
活
用
し
、
よ
り
良

い
未
来
社
会
を
包
括
的
に
先
行

す
る
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
を
目
指
す

「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
」
の
実
現
に

向
け
て
動
き
出
す
と
こ
ろ
だ
。

　夏
ご
ろ
に
は
参
加
自
治
体
の

公
募
が
始
ま
る
よ
う
だ
が
、コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
、
平
地
、リ
ニ
ア
な

ど
あ
ら
ゆ
る
好
条
件
を
有
す
る

本
町
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
は
ど

う
か
。
市
街
化
調
整
区
域
の
問

題
も
、一
気
に
片
が
付
く
の
で
は

な
い
か
。

　
「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
」
は
生

活
全
般
に
ま
た
が
り
先
進
技
術

を
活
用
し
た
10

年
先
の
未
来
型

社
会
の
先
行
実
施
で
あ
り
、
住
民

が
参
画
す
る
住
民
目
線
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
国
も
規
制
改
革
を

含
む
事
業
内
容
全
体
の
後
押
し

や
支
援
を
行
う
よ
う
だ
。

　
し
か
し
ど
の
よ
う
な
区
域
で

実
施
で
き
る
の
か
、
町
の
負
担
は

ど
の
程
度
な
の
か
な
ど
の
疑
問
も

あ
り
、
検
討
が
必
要
だ
。
ま
た
町

民
の
合
意
形
成
も
必
要
に
な
る

よ
う
だ
。

　
今
後
、
内
閣
府
か
ら
発
信
さ
れ

る
情
報
や
公
募
の
内
容
等
を
確

認
し
、
本
町
の
実
情
を
踏
ま
え
て

判
断
し
た
い
。

堀町
長

町
長

海野　豊 議員

う み の ゆたか

金丸　富一 議員

か ね ま る と み か ず

Q
運転免許を返納した
高齢者の支援を！

A 将来を見据えて検討していきたい

Q
「スーパーシティ構想」に
エントリーしてはどうか

A 本町の実情を踏まえて判断したい

金
丸

Q
結婚相談事業の
今後の方向性は？

A
事業内容を見直し、

将来的には県との連携も視野に

　高
齢
の
運
転
免
許
保
有
者
が

増
え
て
い
る
が
、
大
き
な
事
故
を

起
こ
す
前
に
運
転
免
許
証
を
返

納
す
る
人
も
多
く
、
全
国
の
多

く
の
自
治
体
が
自
主
返
納
者
の

支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

　本
町
も
高
齢
の
運
転
免
許
返

納
者
に
対
す
る
何
ら
か
の
支
援

は
実
施
で
き
な
い
か
。

　
そ
も
そ
も
運
転
免
許
証
の
返

納
は
不
安
な
運
転
を
な
く
し
高

齢
者
の
交
通
事
故
を
減
ら
す
こ

と
が
目
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町

で
は
免
許
証
返
納
時
の
経
済
的

な
支
援
な
ど
見
送
っ
て
き
た
。

　
し
か
し
支
援
を
求
め
る
町
民

の
声
が
あ
り
、
ま
た
今
後
、
高
齢

者
の
足
の
確
保
は
検
討
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
も

あ
る
。

　
あ
ら
た
め
て
近
隣
市
の
施
策

を
含
め
、将
来
を
見
据
え
た
検
討

を
し
て
い
き
た
い
。

海
野

町
長

昭和町（2019年）

● 70歳以上町民

● 70歳以上運転免許所有者

● 町内の高齢免許返納者

山梨県内（2018年）

● 県内の高齢免許返納者

交通事故発生件数（2019年）

● 山梨県内事故

● そのうち75歳以上

2,819人

1,651人

38人

3,181人

3,003人

291人

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
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ま
た
、「
中
1
プ
ロ
ブ
レ
ム

（
ギ
ャ
ッ
プ
）
」
に
つ
い
て
も
町
単
教

員
な
ど
に
よ
る
き
め
細
か
な
指

導
な
ど
を
行
い
、
生
徒
の
ス
ト
レ
ス

の
軽
減
と
と
も
に
、
今
後
も
予

防
、
防
止
に
努
め
て
い
く
。

継
続
、
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、

今
後
も
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
育

成
と
確
か
な
学
力
の
向
上
に
努

め
て
い
く
。

　「
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
」
に
対
応

し
た
、
本
町
小
学
校
の
独
自
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
の
進
ち
ょ
く
状

況
と
そ
の
内
容
は
。

　
町
内
の
す
べ
て
の
小
中
学
校
に

町
単
教
員
や
教
育
指
導
員
、
養

護
教
諭
補
助
員
な
ど
を
配
置

し
、よ
り
き
め
細
か
な
指
導
に
努

め
て
い
る
。

　
ま
た
、
1
年
生
の
教
育
課
程

に
、ス
ム
ー
ズ
に
小
学
校
生
活
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
た
め
の
「
ス
タ
ー

ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
位
置
付
け

て
い
る
。
日
頃
か
ら
保
育
園
や
幼

稚
園
、こ
ど
も
園
と
の
連
携
や
情

報
交
換
も
行
っ
て
い
る
。
今
後
も

さ
ら
に
連
携
に
努
め
た
い
。

　本
年
度
か
ら
小
学
校
で
、
来

年
度
か
ら
中
学
校
で
新
学
習
指

導
要
領
が
完
全
実
施
さ
れ
る
。

課
題
の
解
決
や
教
育
現
場
の
変

化
に
対
す
る
町
の
教
育
政
策

は
。

　
本
町
で
は
平
成
27

年
度
か
ら

3
年
間
、
文
部
科
学
省
の
指
定
を

受
け
て
英
語
の
研
究
を
先
進
的

に
進
め
、
そ
の
後
も
町
独
自
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
や
町
内
全
小
中

学
校
へ
の
A
L
T
配
置
な
ど
実

践
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き

た
。

　
こ
の
取
り
組
み
や
成
果
を
町

の
教
育
の
特
色
と
し
て
、
さ
ら
に

河住　保茂 議員

か わ す み や す し げ

　「
ガ
バ
メ
ン
ト
・
ク
ラ
ウ
ド
・

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
の
仕
組
み
を

活
用
し
、
町
が
抱
え
る
課
題
解

決
の
た
め
の
資
金
調
達
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。

　
本
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
で
は

使
途
限
定
型
の
寄
付
金
募
集
で

あ
る
「
ガ
バ
メ
ン
ト
・
ク
ラ
ウ
ド
・

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
は
実
績
が
な
い
。

　
町
の
課
題
解
決
に
向
け
た
資

金
調
達
の
ひ
と
つ
の
方
策
と
し
て

調
査
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　子
ど
も
の
防
災
・
防
犯
の
取
り

組
み
と
し
て
、
地
域
と
の
連
携
や

各
学
校
に
合
っ
た
避
難
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
、
将
来
の
地
域
防
災
の

担
い
手
と
な
る
子
ど
も
の
育
成
が

必
要
だ
と
思
う
が
町
の
考
え
は
。

　
町
内
の
す
べ
て
の
小
中
学
校

は
、
実
情
に
応
じ
た
「
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
、
危
機
管

理
の
徹
底
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

よ
り
実
践
的
な
力
の
育
成
を
目

指
し
た
防
災
訓
練
に
も
努
め
て

い
る
。
各
小
学
校
で
は
地
域
と
連

携
、
協
働
し
た
登
下
校
の
見
守
り

活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
「
自
助
」「
共
助
」
の
意

識
を
育
て
、
地
域
と
連
携
・
協
働

し
た
防
災
訓
練
の
充
実
を
図
る
。

河
住

河
住

町
長

教
育
長

教
育
長

Q
「昭和玉穂中央通り線」の
今後の進め方は？

A
令和9年5月の供用開始を

目指し努力していく

Q
「ガバメント・クラウド・
  ファンディング」の活用を！

A ひとつの方策として調査、検討したい

樋
口

樋
口

Q 新学習指導要領への対応は

A
児童生徒一人ひとりの

確かな学力の向上に努める

教
育
長

　都
市
計
画
道
路
「
昭
和
玉
穂

中
央
通
り
線
」
の
開
通
に
よ
り
、

昭
和
町
は
雇
用
の
拡
大
や
定
住

人
口
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る

が
、
こ
の
道
路
の
今
後
の
進
め
方

は
。

　
令
和
２
年
度
か
ら
本
格
的
に

事
業
着
手
し
、
令
和
８
年
度
末
の

完
成
、
令
和
９
年
５
月
の
供
用
開

始
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
く
。

ま
た
莫
大
な
予
算
が
必
要
な
跨

線
橋
整
備
に
は
、
国
や
県
の
協
力

を
得
ら
れ
る
よ
う
、
中
央
市
と
も

連
携
し
て
働
き
か
け
て
い
き
た

い
。

　市
街
化
調
整
区
域
内
で
条
件

が
整
え
ば
開
発
行
為
が
行
え
る

「
昭
和
町
開
発
行
為
等
の
許
可

基
準
に
関
す
る
条
例
」
に
お
い

て
、
予
定
建
築
物
の
最
低
敷
地

面
積
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
見
直
す
予
定
か
。

　
実
態
に
合
わ
せ
た
内
容
に
す

る
た
め
、
見
直
し
に
向
け
て
の
原

案
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
し
か

し
国
に
お
い
て
都
市
計
画
法
等
の

改
正
案
が
今
国
会
に
提
出
さ
れ

て
い
る
た
め
、
今
後
詳
細
な
改
正

内
容
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
見

直
し
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

田
中

町
長

町
長

田中　博愛 議員

ひ ろ よ した な か

Q

防
災
教
育
の

取
り
組
み
方
は
？

A

地
域
と
連
携
し
た

防
災
訓
練
の

充
実
を
図
る

Q
「
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
」

へ
の
対
応
は
？

A

よ
り
き
め
細
か
な

指
導
に
努
め
て
い
る

田
中

Q

町
開
発
行
為
等
の

許
可
基
準
に
関
す
る

条
例
の
見
直
し
は

A

改
正
内
容
を
確
認
し

実
態
に
合
わ
せ
て

見
直
し
を
行
う

樋口　敏夫 議員

ひ ぐ ち と し お

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
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撤
去
し
、
低
木
を
植
え
て
は
ど

う
か
。

　
街
路
樹
は
景
観
面
で
は
沿
道

景
観
へ
の
彩
り
や
季
節
感
、
う
る

お
い
を
も
た
ら
し
、
環
境
面
で
は

夏
の
日
差
し
を
和
ら
げ
、ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
や
地
球

温
暖
化
防
止
に
役
立
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
交
通
安
全
面
で
も
、
車

と
歩
行
者
の
分
離
や
ヘ
ッ
ド
ラ
イ

ト
の
ま
ぶ
し
さ
を
防
ぐ
効
果
な

ど
に
よ
り
、
交
通
安
全
性
の
向
上

に
役
立
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
昨
今
の
本
町
内
の
交

通
状
況
を
か
ん
が
み
る
と
、
課
題

や
懸
念
が
あ
る
こ
と
も
確
か
だ
。

　
街
路
樹
の
撤
去
に
つ
い
て
は
、

歩
行
者
と
自
転
車
の
交
通
量
や

路
面
等
の
調
査
を
行
い
、
警
察
や

地
元
関
係
者
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
道
路
緑
化
と
し
て
の
役
割

を
重
視
し
つ
つ
、
慎
重
に
対
策
を

検
討
し
た
い
。

　
ま
た
交
差
点
付
近
の
見
通
し

の
悪
い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
も
、
警
察

の
意
見
も
聞
き
、
早
急
に
交
通
安

全
性
の
確
保
に
努
め
る
よ
う
対

応
を
し
た
い
。

　本
町
は
緑
と
花
が
あ
ふ
れ
る

街
並
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

主
要
道
路
の
特
色
あ
る
緑
化
を

推
進
し
て
い
る
が
、
大
き
く
な
っ

た
街
路
樹
の
増
加
や
、
肥
大
化

に
よ
る
植
栽
桝
の
破
損
、
根
上

が
り
に
よ
る
歩
道
の
隆
起
、
老

木
の
倒
木
な
ど
、
課
題
も
多
く

見
え
て
き
て
い
る
。

　幅
員
が
狭
く
危
険
な
自
転
車

歩
行
者
道
な
ど
は
、
歩
行
者
が

安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
、
街

路
樹
の
撤
去
を
す
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

　ま
た
自
動
車
運
転
者
な
ど
の

見
通
し
が
悪
い
交
差
点
部
や
、

巻
き
込
み
部
の
終
わ
り
か
ら
20

ｍ
以
内
に
植
え
ら
れ
た
高
木
は

　持
続
可
能
な
世
界
を
次
世
代

に
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
を
目

指
す
「
S

D

G
ｓ
」
は
、「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う
理
念

を
掲
げ
て
い
て
、
行
政
の
施
策
は

こ
の
考
え
と
一
致
す
る
。

　本
町
の
第
６
次
総
合
計
画
を

踏
ま
え
、
町
は
「
S

D

G

s

」
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　
第
６
次
総
合
計
画
の
後
期
基

本

計

画

の

策

定

に

向

け

「
S
D
G
s
」
の
考
え
方
を
生
か

し
、
該
当
項
目
の
検
証
を
行
い
な

が
ら
計
画
策
定
を
進
め
、
計
画
の

目
標
を
達
成
す
る
よ
う
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

　２
０
２
１
年
に
「
町
制
50

周

年
」
を
迎
え
る
が
、
こ
の
大
き
な

節
目
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
準
備
と

事
業
企
画
を
す
べ
き
だ
。

　住
民
参
加
で
思
い
出
に
残
る

映
像
を
作
成
し
て
は
ど
う
か
。

　
「
45

周
年
」
は
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ

い
祭
り
開
催
前
に
記
念
式
典
を

行
っ
た
が
、「
50

周
年
」
は
別
日
程

で
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
加
え
て
何
ら
か
の
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
を
考
え
て
い
る
が
、
具
体
的

に
は
新
年
度
に
庁
内
会
議
等
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
】

　２
０
１
５
年
９
月
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採

択
さ
れ
た
２
０
３
０
年
ま
で
の
国
際
目

標
。
持
続
可
能
な
世
界
を
実
現
す
る
た

め
、
17
の
ゴ
ー
ル
・
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

が
あ
り
、
地
球
上
「
誰
一
人
と
し
て
取
り

残
さ
な
い
」
こ
と
を
誓
っ
て
い
る
。

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
総
研
よ
り
抜
粋
）

河
田

河
田

町
長

町
長

Q 教員の多忙化解消の取り組みは？

A 学校と協働し解消に努めていく

Q 本町の「SDGs」の取り組みは？
エスディージーズ

A
「SDGs」の考え方を生かした
持続可能なまちづくりに取り組む

長
田

Q
狭い歩道と交差点付近の
街路樹の撤去を

A
交通量等を調査し、

慎重に対策を検討したい

町
長

　教
員
の
多
忙
化
を
解
消
す
る

こ
と
に
よ
り
、「

質
の
良
い
教

育
」「
教
育
環
境
の
充
実
」
に
結

び
付
く
。

　本
町
の
多
忙
化
解
消
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
と
そ
の
効
果

は
。

　
令
和
元
年
12

月
の
国
の
法
改

正
を
受
け
、
本
町
で
も
本
年
４
月

ま
で
に
関
係
規
則
の
整
備
を
行

う
べ
く
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
本
町
で
は
教
員
の
多
忙

化
の
解
消
に
向
け
、
平
成
29

年
度

に
「
昭
和
町
教
員
の
多
忙
化
対

策
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、い

ち
早
く
取
り
組
み
を
進
め
た
。

　
町
単
教
員
や
教
育
指
導
員
の

町
内
の
す
べ
て
の
小
中
学
校
へ
の

複
数
配
置
は
、
教
員
の
多
忙
化
解

消
に
大
き
な
効
果
を
果
た
し
て

い
る
。
部
活
休
業
日
の
設
定
や
部

活
動
指
導
員
等
の
外
部
人
材
の

活
用
、
学
校
閉
庁
日
の
設
定
、
学

校
地
域
協
働
体
制
づ
く
り
な
ど

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
も
学
校
と
協
働
し
、

教
員
の
多
忙
化
解
消
に
努
め
て
い

く
。

石
原

教
育
長

石原　政信 議員

い し は ら ま さ の ぶ

河田　あけみ 議員

か わ だ

Q

町
制
施
行
50

周
年
に

住
民
参
加
の
企
画
を

A

イ
ベ
ン
ト
を

具
体
的
に

検
討
し
て
い
く

長田　信夫 議員

お さ だ の ぶ お

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
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井戸端会議井戸端会議井戸端会議
（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）

おもな

意
見
・
要
望
と
議
会
の
対
応

築
地
新
居
区 

（
第
9
回
）

調
整
区
域
の
開
発
に
伴
う

固
定
資
産
税
の
増
加
、
下

水
道
未
接
続
者
の
接
続
、

滞
納
者
か
ら
の
徴
収
な
ど

が
あ
る
。

　今
後
は
市
街
化
調
整
区

域
内
の
開
発
、
分
譲
や
遊

休
農
地
へ
の
農
業
生
産
法

人
の
誘
致
な
ど
、
少
し
ず
つ

税
収
を
上
げ
る
よ
う
に
議

会
で
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

Q

　県
道
25

号
線
は
歩
道

が
な
く
、
長
年
要
望
し
て
い

る
が
進
展
が
な
い
。

A

　町
と
県
も
せ
め
て
県

道
の
東
側
だ
け
で
も
歩
道

を
設
置
し
よ
う
と
協
議
し

て
い
る
。

　

　地
権
者
の
問
題
も
あ
り

進
ん
で
い
な
い
が
、
そ
れ
に

合
わ
せ
て
交
差
点
も
改
良

で
き
れ
ば
と
思
う
。

　押
し
ボ
タ
ン
式
の
信
号

機
な
ど
も
考
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
議

会
で
も
話
を
し
て
い

く
。

Q

　福
祉
や
公
共

事
業
に
活
か
せ
る
よ

う
、
税
収
を
増
や
す

方
法
を
考
え
て
ほ
し

い
。

A

　昭
和
町
の
財

政
は
最
近
で
は
非
常

に
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。　税

収
を
増
や
す
方

法
と
し
て
、
市
街
化

●
出
席
者

　区
民

　24
名

●
参
加
議
員

　5
名

●
担
当
常
任
委
員
会

　総
務
教
育

●
開
催
日
・
場
所

　

　1
月
17
日

　区
公
会
堂

おもな

意
見
・
要
望
と
議
会
の
対
応

河
東
中
島
区 
（
第
10

回
）

い
。

Q

　冬
季
に
補
償
井
戸
が

止
ま
っ
た
際
、
水
が
濁
っ
て

に
お
い
が
す
る
。
下
水
道

に
接
続
し
て
い
な
い
家
か

ら
出
る
排
水
が
原
因
な
の

で
、
接
続
す
る
よ
う
指
導

し
て
ほ
し
い
。

A

　町
当
局
に
伝
え
る
。

A
（
町
）
下
水
道
課
で
接
続

す
る
よ
う
指
導
す
る
。

Q

　近
所
に
高
齢
で
ス

ク
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
い
る

人
が
い
る
。

　近
隣
市
町
で
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
や
割
引
券
等

が
あ
る
が
、
昭
和
町
で
は
高

齢
者
の
免
許
返
納
に
つ
い

て
何
か
考
え
て
い
る
の
か
。

A

　町
で
は
現
在
、
割
引

券
等
は
実
施
し
て
い
な
い
。

以
前
、
試
験
的
に
10

人
乗

り
の
バ
ス
で
町
内
を
巡
回

し
た
が
、
利
用
者
が

少
な
く
、
廃
止
し
た

経
緯
が
あ
る
。

　議
会
で
も
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
先
進

地
へ
視

察

を
し
た

が
、
町
当
局
へ
の
提

言
ま
で
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

　町
社
会
福
祉
協
議

会
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
が
無
償
で
送
迎

等
を
行
っ
て
い
る
の

で
、
そ
ち
ら
の
利
用

も
考
え
て
も
ら
い
た

●
出
席
者

　区
民

　21
名

●
参
加
議
員

　5
名

●
担
当
常
任
委
員
会

　産
業
厚
生

●
開
催
日
・
場
所

　

　1
月
18
日

　区
公
会
堂

■前川　　明 （西条二区）

■輿石　吾郎 （築地新居）

まえかわ あきら

こしいし ごろう

あめみや まさお

ごみ たくみ

■雨宮　昌男 （河東中島区）

■五味　　巧 （河西）

たけい けいきち

■武井　啓吉 （紙漉阿原）

議会だより184号について、こんな意見をいただきました。（一部掲載）

退 任 （敬称略）

■中山　恵子 （清水新居）

■雨宮　勝彦 （河東中島区）

なかやま けいこ

あめみや かつひこ

あゆかわ さとし

たかの かずひで

■鮎川　　哲 （西条新田）

■髙野　和秀 （飯喰）

うみの ゆずる

ぬまがみ じゅんじ

■海野　　譲 （押越）

■沼上　順治 （上河東二区）

新 任 （敬称略）

との

議会モニター
意見交換会！！

令和2年2月27日（木）議会モニター委嘱状交付式及び意見交換会を開催しました。

任期満了に伴い、5名が退任され、新たに6名が議会モニターを委嘱されました。

●「議会だより」も必要だと思うが、SNSでの発信も検討してみては。

●町民からメールや手紙で届いた意見に対し、答えられる範囲で答えた方が良いのでは。

●一般質問の議員の写真が大きすぎる。

　写真でスペースを使用しており、記事が少ないのでは。

●表紙の写真に目を閉じたものが使われているが、他になかったのか。

●編集後記を入れたらどうか。

多くのご意見、ありがとうございました。

これからの広報編集の参考にさせていただきます。

さん
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【あて先】

●〒409-3880 昭和町押越542-2

　昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛

●FAX:055-275-0370

●メール：gikai@town.yamanashi-showa.lg.jp

《しめきり》 5月末日 消印有効

第
17
回議員記者が行く議員記者が行く議員記者が行く

ねぇねぇほたるん。

ほとんどが可決の案件って採決する意味がある

のかなぁ。それから、議員行政視察で分かったこ

とのレポートを見てみたいよ。

メールにて（60歳・女性）

2つお願いがあります。

1つ目は役場・温泉・図書館へ行くために、「甲斐

市民バス」を昭和町役場まで通してもらいたいで

す。また、土日も運行できるようお願いします。

2つ目はイオンモールの西を通り、甲斐市へ向かう

県道25号線に歩道を付けてほしいです。

この2点をよろしくお願いします。

ハガキにて（70歳・男性）
文章は要約されています

自分の住んでいる町でも、知らなかった事が多

かったです。

メールにて（15歳・女性）

質疑の中に書いてあったように図書館の児童書

籍が増えたらうれしいです。

ハガキにて（11歳・女性）

小学生にも分かりやすい内ようのコーナーを作っ

てほしいです。

ハガキにて（8歳・女性）

昭和町に住んでいても、知らないことがたくさんあ

りました。町全体が住みやすくなること、今大問題

になっているコロナウイルスの対策も何か考えても

らえると助かります。（マスク、消毒液の確保なども）

ハガキにて（13歳・女性）

空欄に当てはまる言葉を入れてください。

【応募方法】

①クイズの答え  ②住所  ③氏名（ふりがな）

④年齢  ⑤議会だよりを読んだ感想

を記入して、はがき・FAXまたはメールにてお送り

ください。議会だよりへの要望・意見等もありまし

たら、お願いいたします。

正解者の中から抽選で5名の方に

図書カードをお送りいたします。

こんなご意見をいただきました！
No.184に対する

「議員記者が行く」のテーマは「町を守る」です。町内で活躍する皆様にスポットを当て、活動を追っていきます。

今回は昭和町子育てボランティアの会を取材しました。

185号
（この号）を

読んでください

ヒント

ほたるんに聞いてみよう！

「中央市・昭和町○○○○センター」ってどういうところ？

Q

1

一般質問ここが聞きたい！　今定例会の質問者数は○人！
Q

2

議員記者が行く！　昭和町○○○ボランティアの会を取材！
Q

3

Q これからの活動と課題は？

A 世の中の変化を敏感に受け止め、今の時点で子どもと

共に学ぶことはどんなことが最適なのかを考えながら、

活動の幅を広げ、子どもが喜ぶことに最も重点を置き活動し

ています。しかし最近では、発足時から共に歩んできた仲間

の高齢化が進み、退会する人が増えていることが悩みです。

Q 活動で心がけていることは？

A 今の時代の子どもたちはどんなことを求めているの

かを常に意識して、ボランティア活動の内容を考えて

います。

他にも、気心の知れた仲間や子どもたちとの交流を通し

て、心の通い合いも大切にしています。

Q 昭和町子育てボランティアの会とはどんな組織ですか？

A 平成元年に発足し、3つの小学校に隣接する児童館

と清水新居区にある児童センター「ゆめてらす」を

拠点として活動している団体です。催し物を通して、子ども

たちとボランティアの会員が一緒になって遊び、学び、子

どもが心豊かに成長することを目標にボランティア活動を

行っています。

　昭和町子育てボランティアの会は発足して32年

が経ちます。たこあげ大会をはじめ、充実した楽しい

活動をしているボランティアの会です。子どもたちと

行事を通して関わる中で、たくさんの感動を受ける

と共に、温かな人間関係をはぐくんでおり、いつも笑

いが絶えません。

　ご興味のある方は、ご連絡をお願いいたします。

深澤俊子会長から町のみなさんへ
ふかさわ  としこ

メールに移動▶
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■
 発

　
行
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■
 編
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編
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任
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会
印

刷
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会
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サ
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チ
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■
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行
人

議
長

 石
原

　
高

明
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会
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ょ
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わ
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2
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.
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7

1
8
5

青空と緑と産業のまち「昭和町」に住む

皆様にご意見・ご感想を伺いました。

Vol.48

　
生
粋
の
昭
和
町
民
の
主
人
の
も
と
へ
嫁
い
で
、あ
っ
と
い
う

間
に
14

年
目
の
春
を
迎
え
ま
し
た
。

　
当
時
、
生
ま
れ
て
間
も
な
い
長
男
を
抱
い
て
お
散
歩
し
て

い
る
と
、
近
所
の
方
々
が
次
々
に
声
を
か
け
、
可
愛
が
っ
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
初
め
て
の
出
産
、
子
育
て

で
戸
惑
う
時
も
、親
身
に
お
話
を
聞
い
て
く
だ
さ
る
保
健
師

さ
ん
の
存
在
。
周
り
の
方
々
に
、
手
厚
く
支
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
が
小
学
校
に
上
が
っ
て
か
ら
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
活
動
を
通
し
て
、
地
域
の
皆
様
と
の
心
豊
か
な

交
流
と
学
び
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
書
道
を
教

え
て
い
た
だ
い
た
り
、お
豆
腐
作
り
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
り

…
。
子
ど
も
達
に
と
っ
て
も
、こ
の
町
に
住
ん
で
い
な
け
れ
ば

得
ら
れ
な
か
っ
た
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
長
男
も
、こ
の
春
、
小
学
校
を
卒
業
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
た
卒
業
生
達
で
し
た
が
、
先
生

方
と
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
無
事
に
巣
立
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
に
寄
り
添
っ
て
く
だ
さ
る
地
域
の
方
が
い
る
こ

の
町
で
子
育
て
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
、日
々
を
大
切
に
過

ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 河

東
中
島
区

い

し

は

ら

み

 
 

わ

さ
ん

石
原

　美
和

☎275-8842（議会事務局）

【お問い合わせ】

議会を

　 傍聴

6月3日（水）
開催予定です

しませんか

次回定例会は
??

広報編集
常任委員会

金

丸

　富

一

長

田

　信

夫

石

原

　一

好

小

林

　耐

三

海

野

　

　豊

石

原

　政

信

委

員

長

副
委
員
長

委

　
　員

住んでみて

地
域
に
育
ん
で
も
ら
え
る

幸
せ
な
子
育
て

　
昭
和
町
に
住
ん
で
、
早
く
も
５
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
。
私
は
東
京
で
生
ま
れ
育
ち
、
彫
金
の
仕
事
を
志
し
、
山

梨
で
の
暮
ら
し
を
選
び
ま
し
た
。

　
昭
和
町
に
住
ん
だ
き
っ
か
け
は
、
結
婚
し
、
子
育
て
を
中

心
に
人
生
を
考
え
た
時
で
し
た
。
当
初
は
紙
漉
阿
原
区
の

ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
近
所
に
は
様
々
な
公
園
が

あ
り
、
近
隣
住
民
も
温
か
く
対
応
し
て
く
だ
さ
り
、
時
に
は

野
菜
を
分
け
て
い
た
だ
い
た
り
な
ど
、
娘
も
元
気
い
っ
ぱ
い
に

成
長
し
ま
し
た
。
と
て
も
環
境
が
良
か
っ
た
た
め
、こ
れ
か
ら

先
も
昭
和
町
に
住
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
縁
あ
っ
て
近

所
に
家
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
で
は
次
女
も
生
ま
れ
、
近
所
の
方
々
に
も
可
愛
が
っ
て

も
ら
え
、
長
女
に
も
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
、
相
変
わ
ら
ず

野
菜
な
ど
を
も
ら
え
る
日
々
に
感
謝
す
る
ば
か
り
で
す
。
人

と
の
つ
な
が
り
、
温
か
さ
、そ
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ
ら
れ
る

５
年
間
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
昭
和
町
に
は
、
良
い
部
分
を
活
か
し
、
無
い

部
分
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、こ
の
温
か
さ
を
つ
む
い
で
い

け
る
、素
敵
な
町
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

温
も
り
、つ
む
ぐ
、昭
和
町

紙
漉
阿
原
区

さ
ん

田
中

　
　晋

た

な

か

し  

ん

こみやま つよし

新議会事務局長に小宮山 毅 氏

や
ま
も
と

や
す
し

こ
み
や
ま

つ
よ
し

令
和
２
年
４
月
１
日
付
の

人
事
異
動
に
よ
り

山
本  

靖 

氏
が

生
涯
学
習
課
長
に
。

後
任
と
し
て
前
生
涯
学
習
課
長
の

小
宮
山 

毅 

氏
が

議
会
事
務
局
長
に

就
任
し
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。


